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昭和61年度 富山大学卒業式学長告辞
ただい ま ， 卒業証書， 修 了 証書あ る い は 修士学位記
を授与さ れ ま し た 1, 270名 に のほ、 る 諸君 は ， 富山大学
に お け る 所定の課程 を 終 え ， 本 日 こ こ に め で た く 卒業
の 日 を 迎 え ら れ た方々 であ り ま し て ， 教職員 一 同心か
ら 祝福 を 申 し あげ、 ま す。 諸君の喜 び も さ る こ と な が ら ，
諸君 を 今 日 ま で育 て ら れ た 御父兄の方々 の お喜びは さ
ぞか し と 推察致 し ま す 。
き て ， 諸君 の 中の ほ と ん ど の 人 が1 6年以上に およぶ
学校教育心別 れ を つ げ る 時 が来た わ け で あ り ま す 。 社
会全体の教育 的機能の 中で学校の役割は き わめ て 重要
であ り ま す 。 そ れ は 人生 の は や い 時 期 に ， 組織的， 系
統 的 に 教育 を 受け る た め で， 学校教育 は 諸君の勉学や
人 間 形成の上に は か り し れな い影響 を 与 え た も の と 思
い ま す。 特 に 自己 の意志 と 責任に お い て 自 由閲達 に勉
学や課外活動 に 打込んだ大学 の 4 年間は 諸君 の 将 来 の
展望 に 何 ら か の指針 を 与 え た も の と 確信 し て お り ま す。
然 し なが ら ， 人 生 の 中で在学 し て い る 期 間よ り 卒業後
の方がは る か に 長 い し ， ま す ま す 高度化す る 社 会や拡
大変貌 し つ冶あ る 産 業， 経済活動 に 対 処 し て い く 社会
人 ま た は職業 人 と し て は ， 学校教育だ け では不充分 で
今後一層 の 研讃が必要で、 あ り ま す 。 学窓 を 去 る に 当 っ
て ， 新たな 目 標 と 不退転 の決意 を 持 っ て 生涯学習社会
へ 出 発 し て 下 さ い。
と こ ろ で， 我国産 業 は い ま 急激な構造転換の 最 中で
あ り ま す 。 御承知 のよ う に鉄鋼， 造船， 石炭 な どかつ
て 我国 の 基幹産 業 と し て 高度成長 を き 3 え て き た ， い
わゆ る 重厚長大型産 業が事業の縮少， 転換， 経営の多
角 化 を 迫 ら れ て お り ま す 。 1973年の 第一次オ イ ル シ
ョ ッ ク の あ と 世界 的 に 景気が後退 し て以来， 低成長経
済 が定着す る と 共 に ， 需要の変化や技術革新な ど によ
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り 労働集約型 で あ る 第二 次産業， 中で も 素材部門が次
第 に 後退 し ， エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ス や メ カ ト ロ ニッス ク
等 を 中心 に 知 識集約化が進ん でお り ま し た が， 急激な
円 高 に より追 う ち に よ り 深酷な事態に 至 り ま し た 。 内
需拡大， 雇 用 対策や地域経済 の活性化な ど が強 く 求め
ら れて お り ま す 。
戦後40年， 我国の 復興の歴史 は 一 言 で言 え は＼ 平 和
と 民主主義の定着 と 科学技術 の 発達 であ る と 言 え ま し
ょ っ 。 1960年 か ら 70年代に か け て ， め ざ ま し い 科学技
術の 進歩， 発展が経済の 高度成長 を も た ら し ま し た が，
今 日 では そ の 技術文明が成熟期 に 達 し た こ と が現右： の
低成長 経済 と 深 く か 、わ っ て い る と 言 わ れ て おり ま す。
現在， 世界は 来るべ き 第瓦 次 の イ ノ ベー シ ョ ン の波の
立ち あ がり を 待 っ て い る と こ ろ で あり ま す。 そ の波の
主 力 にな る か も し れな い 新素材， メカトロ， バイオ あ
る い は超電導 と い っ た種 々 の 分野 で新 し い芽ーが出 て い
る こ と は 事実 で す が， 今後どれがの び， どれがの びな
やむの か ， そ の 区別が ま だ は っ き り し な いし， そ の ほ
か に も 新 し い 技術が 出 て く る か も わ か ら なし、。 何か大
き な変化があ る と 言 う 予感は す る け れ ど も ， ま だ現実
ではな い と 言 う 意味で今 は 一 つ の 技術文明 が成熟 し て ，
次の新 し い 技術文明 の展開 と 経済成長が待 た れ る 段階
であ る と 言 わ れ て お り ま す。 円 高不況で失業率が 4%
に も 達 し よ う と す る 中てV金融 ・ 保険， 情報， 通信，
教育， 医療 さ ら に レ ジャーやファッシ ョ ン を 含 め た 知
識 ・ サ ー ビ ス産 業 （ 第 四 次産 業か ） は ， か え っ て入手
不足 と 言 う ミ ス ・ マッチ現象 がお こ っ て い ま す。 21世
紀 に は 我 国産 業 の動向は ど う 変 わ る の で し ょ う か 。 近
い将来社 会 の 中堅 と し て活躍 す る 諸君の対応が注 目 さ
れ る と こ ろ であ り ま す。
御承知 のよ う に， こ れ ま で展開 し て ま いり ま し た 明
治以来の先進諸国へ追 い つ く 段階は終 っ た と 言 う こ と
で， 発想、 の転換や創造性豊かな 人材の養成 が こ こ 数年
来やか ま し く 言 わ れ て お り ま す 。 こ れ は 大変困難な こ
と です が， 諸君 は こ れか ら あ ら ゆ る 機 会 を と ら え て自
ら 考 え ， 表現し 行動す る 能力の開 発 に たゆ ま ぬ努 力
を 続 け て欲 し い と 思 い ま す。 そ れに関連 し て 我 々 日 本
人 が ま こ と に不得手だ と 言 わ れ る シ ス テム的物のみか
た を 身 に つけ て欲 し い と 思 い ま す。 我々 日 本 人 は デ イ
テ－｝レすな わち細 目 を 重視す る 習性が強い と 言 わ れ ま
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す 。
ディ テ ー ル を た く さ ん積みあ げ さ え すれば全体が自
然に 出 来 あ が る ， あ る い は 全体 がわ か る と 思 っ て い る
人 が 多 い が， これは 錯覚 で あり ま す 。 例 え ば， 建物 を
た て る と き ， 必要な 資 材 を 全部集め て ， そ れ を 山積み
に し て 満 足 す る の に 似 て おり， 建物の 目 的 に 応 じ て 文
字通り適材 を 適所 に 配置す る こ と が大切な の であ り ま
す 。 全体の枠組み に 照してディテ ー ル を 配置 し た り，
逆に 全体か ら ディテール の 軽 重 を 判別 し た りす る 見方
を シ ス テム的規点 と 言 い ま す 。 システ ムは い く つ か の
要素 ま た は 部分が機能的 に つな がり， そ れ ら の相互関
係 に よ っ て固有の メ カニズムが生 ま れ ま す 。 物事 を シ
ス テ ム的に 考 え ， 要素 と 要素 と の つながり を 見 て ， そ
れ に 基づ い て 要素 と 全体， すな わち部分 と 全体 と の固
有の関係 を 重視 す る 視点 に 立つよ う 心がけ て 下 さ い 。
つ ぎに， 科学技術の進歩 と 人 間 性や心 の 問題 に つ い
て で あり ま す 。 人 が動 く か わり に ， 情報が動 く の が情
報化社会の は ず であ り ま す が， 情報化が進むほ どフェ
ー ス ・ ツー ・ フェー ス の接触の機会が増 え る と 言 われ
て おり， 技術が進むほ ど 人 間陳外 に な ら な いよ う ， 人
間的ふれ あ いや意志 の疎通 を は か る 事が大切 で あり ま
す。 ま た， 物 と 生命に ま たが る 問 題 と し て ， 男女産み分
けや脳死の判定 と 臓器移植の 問 題 が あ り ま す 。 医 師 の
関 係
法 律
o国立学校設置法の一部 を 改正 す る 法律（5) 3 ・ 31
（注 ） 福島大学 に 行政社会学部 を ， 三重大学の農学
部及び、水産 学部 を 統合 し て 生 物資源学部が設
置 さ れ る 等 の 改正 が あ っ た 。
政 令
0放射性同位元素等 に よ る 放射線障害 の防
止に関 す る 法律施行令の一部 を 改正 す る
政令 （ 42 ) 3 ・17
（注） 同 法 に 基づ く 許可， 検査等 に係 る 手数料の額
が 引 き 上 げ ら れた 。
0著作権法随行令の一部 を 改正 す る 政令（46) 3 ・20
（注 ） 著 作物の 利用に関 す る 裁定手数料， 著作権登
録原簿 の謄本又 は 抄本の 交付手数料， 閲覧手
報 第281号
倫理観だ け の 問 題 では なし科学技術札讃 の あ ま り に
人 間 の尊厳， 人権の尊重 の思想、がや‘ も すれば空洞化
し ， 人 間疎 外 の 風潮が び ま んす る 危険が問題な の で あ
り ま す 。 技術が進むほ ど， 人 間性や心 の 問 題 が重 要 で
あ る こ と を忘れて は なり ま せん 。
最後に ， 今年は 我国 が国際化 社 会 に な る 足 がかり を
つかむ年 だ と 言 われ て おり ま す 。 貿易摩擦や円高対策
と し て ， 我 国企業 の 外国 進 出 ， 市場開放や国際化進展
の た めの輸 入拡大や 外国企業の 我国への上陸が進む と
思 われ ま す， 労働観の違い ， 習慣， 生活様式の違いな
ど か ら 来 る 摩擦に， 利害関係がか ら む場合は ， 大 き な
ト ラ ブ ル に つながり ま す 。 極 め て均質的， 集約的民族
であ る 我 々 は ， い わゆ る 閉鎖 的 で国 際感覚 に 乏 し い 民
族 であ る と の 声 が あり ま す 。 多 様な 外国文化のすぐれ
た個性 を 深 〈 理解す る 事 に つ と め， 仕事や交 流 を 通 じ
て 民族性 の相互理解 に よる国際協 調 に積極的 に 努 力 す
る よ う 心掛 け て欲 し い と 思 い ま す 。
21世紀 は 我国 の 時代 だ と 言 われて い ま す 。 ニュ ーフ
ロ ン ティア の 開拓 に 向 っ て挑戦す る 皆 さ んの勇気 と 努
力 を 期待 し ま す 。
ど う ぞ＼ く れぐれ も 健康 に 留意 さ れ頑張 っ て 下 き し～
こ れ を も っ て ， 卒業生 諸君 へ の はなむ け の 言葉 と 致 し
ま す 。
法 d岳、寸3
数料の額が改め ら れ た 。
0 日 本育英 会法施行令の一部を改正 す る 政
令 （ 59 ) 3 ・25
（注 ） 大学等 に在学す る 者 に 対す る 第一種学資金及
ぴ 第 二種学資金の額が引 き 上げ ら れ た 。 第 二
種学資金の増額貸与に 係 る 貸与利率が改め ら
れ る 等 の 改正 が あ っ た 。
o国立学校設置法施行令の一部 を 改正 す る
政令 （82 ) 3 . 3 1  
（注 ） 新潟大学等 4 大学 の 大学院に 5 研究科が置か
れ， 名 称及 び課程が定め ら れ た 。
千葉大学の大学院の理学研究科等 8 大学の大
学院の 14研究科の課程が改め ら れ た 。
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府令 ・ 省令 1 2 )  3 . 31 
0官報， 法令全書 ， 職 員 録等の 発 行 に 関す 0物品税法施行規則 の 一部 を 改正す る 省令
る 命令 の 一部 を 改正す る 命令 （ 総理・大 （ 大蔵13 ) 3 ・ 31
蔵1 ) 3 ・30
規 則
省 令 0日本国有鉄道改革法等施行法 （ 昭和61年
0教育職 員 免許法施行規則及び教育職員免 法律 第93号） の施行に 伴 う 関係人事院規
許法施行法施行規 則 の 一部 を 改正 す る 省 則 の 整備 に 関 す る 人事院規則 （ 人事院 1
令 （ 文部 3 ) 3 ・10 3 ・20
o国 際電子郵便 の 取扱い に 関 す る 省令 のー 0 人事院規則 17 - 0 （管理職 員 等の範囲 ）
部 を 改正す る 省令 （ 郵政 7 ) 3 . 13  の一部 を 改正す る 人事院規則 （ 人事院 17
0電子郵便 の取扱い に 関 す る 省令 を 一部 改 - 0 - 8 ) 3 . 20 
正 す る 省令 （郵政10) 3 ・17
0外国郵便規則 の一部 を 改正す る 省令 （ 郵 告 示
政1 1 ) 3 . 19 昭和62年度民間学術研究機関補助金交付申
0文部省定員 規 則 の一部 を 改正 す る 省令 請 書及 び添付書類の提 出 期 限 を 定め る 件
（ 文部 9 ) 3 . 3 1  （ 文部19 ) 3 . 2 
。 国 立学校設置法施行規則 の 一部 を 改正す 出納官史事務規程第 16条に 規定す る 外 国貨
る 省令 （ 文部10) 3 . 3 1  幣換算率 を 定め る 等の件の一部 を 改正す る
o 国 立大学の 学科及び課程並 びに 講座及び 件 （ 大蔵28 ・ 29 ) 3 ・ 6
学科 目 に 関す る 省 令 の一 部 を 改正 す る 省
令 （ 文部1 1 ) 3 . 1 1  官庁報告
o国 立大学の大学附置研究所の研究部門 に 昭和62年度国家公務員採用 試験施行計画
関す る 省令 の 一部 を 改正す る 省令 （ 文部 （ 人事院） 3 ・ 30
学 内 規 則
富山大学学則の一部改正
富山 大学学 則 の一部 を 改正 す る 規 則 を 次のとお り 制
定す る 。
昭和62年 3 月 17日
富山大学長 大井信一
富山大学学則の一部 を改正す る 学則
富山大学学則 （ 昭和 田年 3 月 12日制定 ） の一部 を 次
の よ う に 改正す る 。
別 表 第 4 中「14,000円」 を 「16,700円」 に ， 「7, 000
円」 を 「8 , 400円」 に 改め る 。
附 則
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1 こ の 学 則 は， 昭和62年 4 月 1 日か ら 施行す る 。
2 昭和62年 3 月 31 日以降 引 き 続 き 在学 し て い る 研究
生， 聴 講生及 び特別 聴講学生 に 係 る 授業料の額は，
学 則 そ の他の規則 に 定め ら れ た 在学期間 （ 在学期聞
が延長 さ れ た 場合で， 当該延 長 期 聞 の始期が昭和62
年 4 月 1 日以降 であ る 者 を 除 く 。 ） が満了 す る ま で
の 聞 は ， な お 従前の例 に よ る 。
砂 富山大学学 則 の 改正理由
富山大学に お け る 研究生及 び聴講生 に 係 る 授業 料 を






富山大学経 営短期大学部の廃止 に伴 う 関係 規則等の
整理 に 関す る 規 則 を 次のとお り 制 定す る 。





第 1 条 富山大 学学長選考基準 （ 昭和28年 5 月 28日制
定 ） の一部 を 次の よ う に改正す る 。
附 則 （ 昭和54年 3 月 1 日） 第 2 項及び第 3 項 を 削
り ， 附則 第 l 項 の項番号 を 削 る 。
（ 富山大学固有財産取扱 規 則 の 一部改正）
第 2 条 富山大学固有財産取扱 規則iJ （ 昭和33年 3 月7
日制定） の一部 を 次の よ う に改正す る 。
第 2 条 第 1 項 中 「 ， 保健管理セン ター及 び経営短
期 大学部」 を「及 び保健管理セ ン ター」 に改め， 同
条 第 2 項 中 「 （経営短期大学部 に あ っ て は主事） 」
別 表 第 2 の 保安業務 の組織 図 中
経 営短期大学部
（主 事 ）
（ 富山大学 公 印管理 規 則 の一部改正 ）
報 第281号
を 削 る 。
（ 富山大学レクリエーショ ン 委 員 会 規制 の一部改正）
第 3 条 富山大学 レクリエーショ ン 委員 会 規 則 （ 昭和
38年 1 1 月 1 日制定） の一部 を 次の よ う に改正す る 。
第 3 条 第 8 号 を 削 る 。
第 4 条 第 1 項 中 「 第 8 号」 を 「 第 7 号」 に改め る 。
（ 富山 大学 当 直 規 則 の一部改正）
第 4 条 富山大学当 直 規 則 （ 昭和39年 2 月 15日制定）
の一部 を 次の よ う に改正 す る 。
第 1 条中 「経 営短期大学部 を 含む 。 」 を 削 る 。
（ 富山大学防火管理 規 則 の一部改正）
第 5 条 富山大学防火管理 規 則 （ 昭和39年 9 月 18日制
定） の一部 を 次の よ う に改正す る 。
第 2 条 第 2 項 中 「 （ 経 営短期大学部 に あ っ て は 主
事） 」 を 削 る 。
（ 富山大学電気工作物保安 規 則 の一 部改正）
第 6 条 富山大学電気工作物保安 規 則 （ 昭和41年 3 月
15 日制 定） の一部 を 次の よ う に改正す る 。
第 4 条 第 5 号 中 「， 附属図 書館及ぴ経 営短期大学
音E」 を 「及び、 附属図 書館 」 に改め る 。
別 表 第 1中 「経営短期 大学部」 を 削 る 。
を 削 る 。
」
第 7 条 富山大学公 印管理 規 則 （ 昭 和48年 4 月 1 3日制定） の 一部 を 次の よ う に改正す る 。
別 表 第 l の経営短期大学部の項 中
「｜事 務 長｜総 務 係 長｜」 を
「｜経 済学部｜経 済 学 部
に改め る 。
事 務 長｜庶 務 係 長｜」
別 表 第 2 の経 営短期大学部の項 中
「｜ 富山大学経 営短期大学部事1 23 I II I 11 
務 長 の 印
「｜事 務 長｜総 務 係 長｜」 を
「l経 済学部｜経 済 学 部
に改め る 。
事 務 長｜庶 務 係 長！」
を 削 り ，
」
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（ （ 富 山 大学職員健康安全管理 規 則 の一部改正 ）
第 8 条 富 山 大学職員健康安全管理 規制 （ 昭和51年 10
月 1日制定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
第 1 条中「 （ 経営短期大学部 を含む 。 ） 」 を 削 る 。
第 2 条 第 1 項中 「， ト リチ ウ ム科学セ ン ター及 び
経営短期大学部」 を 「及 びトリチ ウ ム科学セ ン ター」
に 改め， 同 条 第 2 項中「， 経営短期 大学部に あ っ て
は主事」 を 削 る 。
別 表 第 1 中経営短期大学の項 を 削 る 。
（ 富 山 大学情 報 処理セ ン タ一 規 則 の一部改正 ）
第 9 条 富山大学情報 処理セン タ一 規 則 （ 昭和59年 7
月 20 日 制定 ） の一部 を 次の よ う に 改正す る 。
第 9 条 第 1 項中第 3 号 を 削 り ， 第 4 号 を 第 3 号 と
し ， 第 5 号か ら 第 7 号 ま で を 1 号ず つ繰 り 上げ る 。
第 9 条 第 2 項 中 「及 び第 3 号」 を 削 り ， 「， 教養
部及ひや経営短期大学部」 を 「及ひや教養部」 に 改め，
「 （ 経営短期大学部に あ っ て は主事 ） 」 を 削 る 。
第 9 条 第 3 項 中 「及び第 3 号」 を 削 る 。
附 則
こ の 規 則 は ， 昭和62年 4 月 1日 か ら 施行す る 。
砂 富山 大学経営短期 大学部の廃止 に 伴 う 関 係 規 則 等 の
整理に関す る 規則 の制定理由
国立学校設置法 の 改正 （ 昭和61 年 4 月 法律 第26号 ）
に よ り ， 富山大学経営短期大学部が廃止 さ れ る こ と に
伴 い ， 所要事項 を 改め る 。
富山大学経営短期大学部の廃止に伴
う関係細則の整理に関する細則の制定
富山大学経営短期大学部の廃止 に 伴 う 関係細 則 の 整
理 に 関す る細則 を 次の と お り 制定す る 。




（ 富山大学学長選考基準細 則 の一部改正）
第 1 条 富山大学学長選考基準細 則 （ 昭 和28年 1 0 月 2
日 制定 ） の一部 を 次の よ う に 改正す る 。
附員lj （ 昭和54年 3 月 1 日 ） 第 2 項 か ら 第 4 項 ま で
を 削 り ， 附 則 第 l 項 の項 番号 を 削 る 。
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（ 富山大学物品管理事務取扱細 則 の一部改正 ）
第 2 条 富 山 大学物品管理事務取扱細 則 （ 昭和35年 4
月 22日制 定 ） の一部 を 次の よ う に 改正す る 。
第 2 条 第 1 項中「， 保健管理セ ン ター及び経営短
期 大学部」 を 「及び保健管理セ ン ター 」 に 改め， 同
条 第 2 項中「 （ 経営短期 大学部に あっ て は主事） 」
を 削 る 。
別 表第 3 の l 中 「経営短期 大学部」 を 削 る 。
別 表 第 3 の 2 中経営短期大学部の項 を 削 る 。
附 則
こ の細 則 は ， 昭和62年 4 月 l 日 か ら 施行す る 。
砂 富 山 大学経営短期 大学部の廃止 に 伴 う 関係細 則 の 整
理 に 関 す る 細 則 の制 定理由
国立学校設置法 の 改正 （ 昭和61年 4 月 法律第26号）
に よ り ， 富 山 大学経営短期大学部が廃止 さ れ る こ と に
伴 い， 所要事項 を 改め る 。
富山大学公開講座規則の一部改正
富 山 大学公開講座 規 則 の一部 を 改正す る 規 則 を 次の
と お り 制定す る 。
昭和62年 3 月 26 日
富山大学長 大井信一
富山大学公開講座規則の一部 を改正する 規則
富山大学公開 講座 規 則 （ 昭和5 7年 1 1 月 1 2 日 制 定 ） の
一 部 を 次の よ う に 改正す る 。
第 7 条 第 2 項 中「2,500円」 を「3,000円」に ， 「500
円」 を 「600円」 に 改め る 。
附 則
こ の 規 則 は ， 昭和62年 4 月 1 日か ら 施行す る 。
砂 富 山 大学 公 開 講座 規 則 の 改正理由
国立の 学校に おけ る 授業料等 の 改定に つ い て （ 昭和
62年 2 月 10 日 付 け 文高 学 第 79号文部省高等教育 局長通
知 ） に基づ き ， 講習料の額 を 改定す る た め， 所要事項
を 改め る 。




富 山 大学 と 民 間等 と の共同研究取扱規 則 の一部 を改
正 す る 規 則 を 次 の と お り 制定す る 。
昭和62年 3 月 30 日
富 山 大学長 大井信一
富山大学と民間等との共同研究取扱規則の一部 を
改正す る 規則
富山大学 と 民 間等 と の共同研究取扱規則（ 昭和59年
昭和61年度第8回事務協議会 （ 3 月 3 日 ）
（議 題）
当面の諸 問 題 に つ い て
第1 1回学長選考基準検討委員会 （ 3月1 3 日 ）
（議 題）
学長選考基準 に つ い て
諸
昭和61年度第2 回低温漉化室運営委員会 （ 3 月 13 日 ）
（識 題）
任期満了 に 伴 う 次期室長 の推薦に つ い て
昭和61年度第6回大学員委員会 （ 3 月 1 7 日 ）
（審議事項）
l 昭和61年度富山 大学大学院理学研究科 （ 修士課程 ）
及び工学研究科 （ 修士課程） 修 了 者 の認定 に つ い
て
2 .富 山 大学大学院学 則 の一部改正 に つ い て （ 継続審
議 ）
昭和61年度第12回評議会 （ 3月17 日 ）
（審議事項）
1 . 昭和62年度富 山 大学 入学者選抜試験合格 者 の認定
に つ い て
2 . 昭和61年度卒業者及 び修 了 者 の認定 に つ い て
3富 山 大学学則 の一部改正 に つ い て




10 月 2 6 日 制定 ） の一部 を 次の よ う に改正 す る 。
第 7 条 第 l 項 中 「360,000円 」 を 「400,000円」 に改
め る 。
附 則
こ の規 則 は ， 昭和62年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
砂富山大学と民間等 と の共同研 究取扱規則 の改正理由
民間等共 同 研究 員 ， 受託研 究 員等の研究科 に つ い て
（ 事務連絡， 昭和62年 1 月 19 日 ） に 基づ き ， 富 山 大学
に お け る 民 間等共同 研究 員 に 係 る 研究料 を改定す る た
め， 所要事項 を改め る 。
議
の 整理 に 関す る 規 則 の制定 に つ い て
5 .富 山 大学経営短期大学部の廃止 に 伴 う 関係細 則 の
整理 に 関 す る 細 則 の制 定 に つ い て
6 . 次期学生部長候補者 の 選 考 に つ い て
第6回総合大学院検討委員会 自然科学部会（ 3 月 20 日 ）
（識 題）
総合大学院 に つ い て
富山大学構内交通対策委員 会 （ 3 月 24 日 ）
（議 題）
委 員 長 の選 出 に つ い て
昭和61年度第9回事務協議会 （ 3 月 24 日 ）
（識 題）
当 面 の 諸問 題 に つ い て
昭和61年度第4回国際交流委員会 （ 3 月 26 日 ）
（審議事項）
l 昭和62年度 の 本学 と 遼寧大学 と の教 員 の 学術交流
に つ い て
2 . 国 際交流委員 会 の 下部機関 と し て の専門委員 会 設
置 に つ い て
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昭和62年度富 山 大学 第 2 次 入学試験 は ， 去 る 3 月 5
日 （ 木 ） 6 日 （ 金 ） 両 日 に わ た り 実施 さ れ ま し た 。
志願者は 8, 12 5名 で， 県 内 高 等学校 出 身 者 2, 757名
（ 男 子1 ,576名 ， 女 子1,1 81 名 ） で全体の34%， 現役 は
5,840名 （ 男子4, 048名 ， 女 子 1, 792名 ） で全体の77%
で し た 。
合格 発 表 は ， 3 月 18 日 （ 水 ） 午前9 時本学で行わ れ，
合格者1,860名 の 内訳を み る と 県 内 高 等学 校 出 身 者837
名 （ 男 子408 名 ， 女 子429名 ） で全体の45% であ り 昨 年
一 選 抜 状 況
の56% を 下 回 り ま し た 。
ま た ， 理学部物理学科に お い て 定 員 一部留保第 2 次
募集 （ 入学定員1 2名 を 留保） が実施 き れ， 合格者 の 発
表 は ， 3 月 30 日 （ 月 ） 午後 4 時本 学 で行 わ れ ま し た 。
注 1 人文学部， 経済学部， 理学部 の （ ） 内 は，
推薦入学及び社 会 人 ・帰国子女 特別選抜の
志願者・受験者・ 合格 者 の 内 数 を 示 す 。
2 理学部物理学科の （ ） 内 は ， 定 員 一部留保
第 2 次募 集 入学志願 者 ・’受験者 ・ 合格者 の
内 数 を 示 す 。
学部 学 科 （ 課 程 ） 募人
集










人 文 学 科 95 382 317  65  1 27 
人
言苦 Aナムι 文 学 科 95 358 ( 2 )  329 ( 29 ( 1 )  1 27( 0 )  
文
計 190 740 ( 2 ) 646 ( 94 ( 1 ) 254( 0 )  
小 学 校 教 員 養 成 課 程 1 40 666 606 60 219 
教 中学 校 教員 養 成 課 程 50 396 335 61 97 
育 養護学校教員 養成課程 20 1 03 86 17 24 
幼 稚園教 員 養 成 課 程 30 l lO 1 00 1 0  31 
計 240 1, 275 1,1 27 1 48 371 
経 j斉 ぶ寸M 」ー 科 1 44 886 ( 1 4 )  767 ( 1 4 )  l l9 ( 0 )  192( 1 0 ) 
昼間主 経 長己江． 品寸Lー 科 124 734 ( 644 ( 1 2 )  9 0  ( 0 )  166( 8 )  
経 コース 経 営 法 学 科 1 02 379 ( 332 ( 47 ( 0 ) 1 37( 0 )  
言十 370 1,999 ( 1, 743 ( 2 7 ) 256 ( 0 )  495(1 8) 
経 i斉 井寸ιー 科 20 100 ( 1 00 ( 1 5 ) 0 ( 0 )  27(1 3 )  
夜間主 経 ぷ邑且． 寸且2．ー 科 20 67 ( 1 7 ) 67 ( 0 ( 0 )  2 4( 1 4 ) i斉
経 営 法 学 科 62 ( コース 20 1 7 )  0 ( 0 )  24( 13 )  
計 60 22 9 ( 49 ) 22 9 ( 49 ) 0 ( 0) 75( 40 ) 
数 弓主主主斗． 科 43 167 1 54 1 3  74 
物 理 点寸，.，＿ 科 47 401 ( 144 )  371 ( 144) 30 62( 19 ) 
理
化 ふ寸u ．ー 科 43 238 203 35 54 
生 物 A寸以ー， 科 35 306 ( 2 )  278 ( 28 ( 1) 41( 1) 
地 球 科 A十"" 科 32 227 197 30 37 
計 200 1, 339 ( 1, 203 ( 1 36 ( 1 )  268( 1 )  
8 
工昭和62年 4 月1 日発行 品同ーチ 報
電 ノヌ＇＼ 工 学 干4 53 392 346 
工 業 化 悼寸んー 千ヰ 48 394 326 
金 属 工 寸且ιー 千斗 43 290 246 
機 f成 工 学 科 53 565 491 
生産機械工学科 43 372 31 9 
化 ぇ－ν．• 工 A寸且4． 
電 子 工 学
日十
f λ J 
干：十 43 329 274 
千斗 43 345 307 
326 2, 687 2, 309 












1, 012 ( 2) 1, 879 
11｛）和61年度高山大学卒業証書， 修了証書並びに 修士
学位記佼与式は， 3 fj 25日（水） 午前 10時30分 か ら 高
山市公会堂において挙行 さ れ， 証書技与に先立ち， 本
学フィルノ、ーモニー管弦楽団 に よ る 演奏が行われ ま し
談 が な さ れ、 和やか な 雰 囲 気 の うちに 終了し ま した 。
なお， 大学院の学位記を授与 さ れた者は次のとお り
fこ。
当日は！氏が�rt! ＜小�r；－ ま じりの あ いに く の天候で あ っ
たが， A終了後の公会堂前では各クラブの後輩たち に
よ る m,;J －＿げ， iiι念扮｛；；＼；なとカサよらh, 1JI JきMtき ， 各す：
官｜；ごとの卒業記念祝ti会が各会場てい行われ ま した。
ま た， 午前1 1時50分か ら 公 会堂別館 30 1 会議室にお
し、て 名 誉教授 と の懇談会が開催ーされ ， 大井学長か ら 最
近 に おけ る み；学の状況等 に ついて説明が あ っ た 後， そ
れ ぞれ出 席 の 名 誉教授か ら 倒 々 の 近況 な ど に つ い て 懇
昭和61年度 富山大学大学院理学研究科（修士課程）修了者
もi I文 入学年度 氏 名 ヨ面ε岡' 文 題 自
数 学 昭和60年度 砂 子 重力 2 次 形式の数論 「 特 にU-i nvari ant に つ い て 」
( 2 名 ） II 宮 崎 芳 枝 Mart ingale inequal i ties 
II 朝 倉 清 コ， 山t-、 第五の 力 に つ い て
II 伊 藤 字文 赤 外・ ラジ オ 波二重共鳴によ る シ ュタルク効果 の研究



















蒸着に よ り作製 し たアモルファス
Ge-X(X= Sb 
物理学 II 宇多 山 �L X線セクショントポグラフィ に よ る シリコン結晶中の酸素析 出現象の研fE 
( 8 名 ） II 中本 手lj 光 赤外・赤外 二光子遷移の研究
II 平 崎 泰 司 格子ゲージ理論 に おけ る 夕、ブリンク問題の回避の可能性
- 9 -
昭和62年 4月 1 日発行 学 報 第281号
昭和60年度 藤 井 暁 義 軽希土類金属 を 含む金属 間化合物の電気的， 磁気的性 質 の 研究
II 渡 辺 修 メ チル ア ミ ン 分子の マ イ ク ロ 波分光
化 学 II 斎 藤 昭 人 「フ ロ お よ び オ キ セ ピノク ロ モ ン 誘導体の合成に つ い て」
( 2 名 ） II 森 厚 人 「リ ン 酸ノ〈ナジ ウム系触媒の構造 と n－ブタン 酸化活性 」
II 斎 藤 典 保 ス イ バ常染色体変 異の地理的分布
生物学
II 松 回 恒 平 両生類の カ ルシトニ ン と そ の 関連ペプチド：活性 と 体 内 分布
( 3 名 ）
II 手口 田 手iJ 美 葉緑体の光化学反応 中心 II へ の 電子供与反応 に つ い て
II 高岡 軒’ JI慎 南極エ レ パ ス 火 山 の地震活動 と 火山性微動
I也 王求 II 伊 藤 順 一 姫島火山群の地質 と 岩石学 的研究
科 学
( 4 名 ） II 岡 田 刀’＝とて・ 堆積 残留磁化に よ る 考古 時代の地磁 気 永 年 変 化
II 松 本 博 志 熱伝達 の研究
昭和61年度 富山大学大学院工学研究科（修士課程）修了者
専 攻 入学年度 氏 名 吾画i問>. 文 題 名
昭和60年度 倉 田 康 浩 心電波形認識 の 試 み
II 坂 田 勉 室 内音響系 のモーダル ・ モデ ル
II 高 木 良 輔 声 道伝達系 の境界要素シ ミ ュ レ ーシ ョ ン
電気工
学専攻 II 谷 地 章 安 細胞 （ 原生動物） の電界効果 と 電界融合の試み
( 7 名 ）
II 塚 回 章 コ オ ロギの 発音に 関与す る 筋肉 と そ れ を 制御 す る 神経 シ ステムの研究
II 中 務 孝 文 電気イ ン ピーダ ン ス 法非破壊検査の境界要素シ ミ ュ レ ーシ ョ ン
II 藤 回 明 弘 コ ロト コ フ音の発生機構の基礎的研究 と そ の臨床応用
II I在 谷 光 夫 架橋 アヌ レ ン類の合成 と 性質
II 藤 井 宏 ��；1t�r��1f i.1;;1ss iP ��8aCfg;:;;}m� ��s� r��e�i��＼r1�r Ji�:rt;:ds. 

















分の化学構造 に 関 す る 研 究
工業化
学専攻 II 二安土ニ 谷 昌 宏 縮環 キ ノ メ チッド化合物の合成 と 性質
( 7 名 ）
抽
析
出剤お よ び充填剤に ナフタ レ ン を 用 い る 微量金属 （ Ni, Pd, Cu）分II 山 回 茂 昭
II 山 村 J丘E皇"- 新石炭 ア ル キ ル化反応 生成物の構造解析ベ ン ゼ ン 可溶分のG p C分析
II 横 回 尚 子 N－未置換の ス ルフ ィ ル イ ミ ン の 物性 と 化学反応性
II 岡 本 康 夫 Ni-Al 合 金 の電気抵抗に よ る 低温 時効の検討
ハU司EA
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昭和60年度 七 野 勇 人 C u 基 多結晶合金の加工硬化
II 白 石 裕 鉄及び鉄 ニッケル合金の歪時効に及ぼす侵入型溶質 原子 の拡散と析 出
II tt 回 美緒子 極低炭 素鋼の冷 延再結晶微視組織に及ぽす微量窒 素 ・ ニ オ ビ ウ ム の影響
金属工 II 回 中 j青 知 鉄合金の孔食 に 関す る 基礎的研究
学専攻
( 9名） II 中 根 秀 1T Al-Mg合金鋳塊に お け る 羽毛状晶 の 形成機構
II 土問 中 秀 夫 酸性抽 出剤に よ る 鉄 の抽 出速度 に 関 す る 研究
II キ本 幹
生
ア ル コ キ シ ド法に よ るZnO微粉体の調整及 び焼結 に つ い て の研究
II 正 橋 幸 急速加熱 さ れ た窒 素 を 含む極低炭 素冷 延鋼板 の再結晶集 合組織
II 本日 Jii j告 樹 静＇￥＇し圧気体スフス ト 軸受の諸特性 に及ほ、す気体の慣性 力 の影響 に 関す る 研
II 麻 本 充 す
アルミニ ウ ム 合金の極低サ イ ク ル腐食疲労下に お け る き 裂進展挙動 に 関
る 研究
II iじ 山 武 司 並列 2 円柱ま わ り の 流れ と 平板 の干渉 に 関す る 研究
機械工
学専攻 II 倉 部 美 希 非定常熱線法に よ る高温域での断熱材 の 熱伝 導率 に 関 す る 研究
( 7 名 ）
II 姫 野 徹 治 低サ イ ク ル疲労下 に お け る 複数疲労 き 裂進展の相互作用 に 関 す る 研究
II 村 JI I 勇 人 平行軸 ま わ り に 回転 す る 長方形 管 内 の 流れに 関す る 研究


















末法に よ る 7 4 7 5 系 ア ルミニ ウ ム 合 金 の超塑性特性改善に
II ヨォM、Kニ ｝｜｜ 厚 司 凹面鏡の 形状測定 に 関す る 研究
II 岡 回 成 チ タ ン 酸ノ〈リ ウ ムセラミ ッ ク ス の 合成 プ ロ セス に 関す る 研究
II JIJ if、1 f�己三子 介 液体膜分 離操作に 基づく銅〔II〕の透過機構
II ）｜｜ 島 j青 隆 気 ・ 液上昇並流接触反応装置に お け る 物質移動特性
化学工
学専攻 II 米 谷 正 �L 乱流促進体 に よ る 伝熱促進機構
( 8 名）
II 国 中 秀 佳 米粒の乾燥方 法 と 乾燥応 力
II 中 島 隆 ニ ッ ケル鉱中
石 の湿式 処理
一 浸 出 液 のMg SO.の晶 出
II 野 末 達 也
ロー
作
タ リ ーリフ ター を装備 し た 単一水平 回転円錐型容器 に よ る 閉 回路造
粒操












構子 状解 と の分 一
II 大 内 田 予谷 史 強誘電性液晶セルに お け る 電気 的 ・ 光学的特性
電子工
学専攻 II 片 岡 F揚 S i  ( 100）面上へ のGe のヘテロエピ タ キ シ ャ ル成長 に 関す る 研究
(1 2 名 ）
II Jll 回 立高 強誘電性 SmC ＊液晶セル に お け る 分子配向制御
旬’A
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昭和60年度 Jll 遁 徹 Cuin S2のC v D 薄膜 に お け る 電気伝導制御
II 近 藤 達 巳 GaAs(lOO ） 面とGeのヘテ ロ接合界面 に 関 す る 研究
電子工
II 出 口 康 之 s i と Au の界面形成に 関す る 研究
学専攻
II ，鳥 山 朋 一 狭帯域ア ン テナの整合に 関す る 研究
II 福 田 得 一 乗直磁気記録ヘ ッ ド用磁性薄膜の研究
II 本 回 11,% C T S 法 に よ る Zn S: Mn 薄膜の不純物準位の測定
II 松 平 正 年 文字の手書 き 変 動 に 関す る 研究
II 不オ木て 口 輝 雄 金属 島状薄膜上の色素 の光学的性質に 関す る 研究
, 
II 柳 瀬 信 雄 先端給電ア ン テ ナに 関 す る 研究
人 事 異 動
異動区分 発令年 月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者
退 職 62 3. 21  稲 葉 孝 文 技術補 佐 員 （施設課 ） 昭和62年3月20日限り退職した 富 山大学長
II 村 井 由香利 技術補 佐 員 （施設課 ） 昭和62年3月20日限り退職した II 
II i幸 田 江 美子 技術補 佐 員 （ 施設課 ） 昭和62年3月20日限り退職した II 




より 文 部 大 臣








II 藤 田 信 二 経済学部会計係長 昭国家和6公2務年員3法月3第18日1限条のり
2定第年l項退職の規定に
より 富山大学長









II 新 村 栄 子 事務補 佐 員 （ 経理部主計課） 昭和62年3月30日限り退職した II 
II 吉 野 光 雄 技能補佐員（教育学部汽かん士） 昭和62年3月30日限り退職した II 
辞 職 II 下 崎 千代 子 助 教授 （ 経済学部 ） 辞職 を 承認す る 文 部 大 臣
II 橋 本 十代一 教諭（ 教育学部附属小学校） 辞職 を 承認す る 富山 大 学長
II 木 本 武 男 教諭（ 教育学部附属小学校 ） 辞職 を 承認す る II 
II 松 井 保 教諭（ 教育学部附属 中 学校 ） 苦手司裁 を 承認す る II 
II 紺 道 正 子 教諭（ 教育学部附属 中 学校 ） 辞職 を 承認す る II 
II 呂 新 照 教頭（ 教育学部附属養護学校 ） 辞職 を 承認す る 文 部 大 臣
- 12 -
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辞 職 62 3 .  3 1  j中 幸 雄 教諭 （ 教育学部附属養護学校） 辞職を承認する 富 山 大 学 長
II 酒 井 元 雄 教諭（ 教育学部附属養護学校） 辞職を承認する II 
II 黒 木 輝 子 教諭 （教育学部附属養護学校） 辞職を承認する II 
II 島 木 嘉 子 教頭（ 教育学部附属幼稚園） 辞職を承認す石 文 部 大 臣
併 任 II 野 村 昇 教授 （ 教育学部） 教～6育4学部3長. 3・0評）議員（62
3. 31 II 
採 用 62. 4.  1 檀 上 寛 助 教 授 （ 人文学部） 富 山 大学 長
II 諸 問 晴 美 講師（ 教育学部） II 
II 茂 垣 広 志 助 手 （ 経済学部） II 
II 谷 本 雅 之 助 手 （ 経済学部） II 
II 山 国 恭 司 助 教授 （ 理学部） II 
II 大 藤 茂 助 手 （ 理学部） II 
II 中 山 剛 教授 （工学部） 文 部 大 臣
II 小 松 謙 講師（教養部） 富 山 大学 長
II 長 原 好 成 教諭（ 教育学部附属小学校） II  
II  田 上 修 一 教諭（ 教育学部附属小学校） II 
II 平 崎 和 則 教諭（ 教育学部附 属 中学校） II 
II 此 JI I 佳 子 教諭（ 教育学部附属 中 学校） II 
II 堀 国 清 子 教諭 （教育学部附属養護学校） II 
II 松 本 良 子 教諭（ 教育学部附属養護学校） II 
II 近 江 幸 人 教諭 （ 教育学部附属養護学校） II 
II 松 田 由 美 教諭 （教育学部附属養護学校） II 
II 六 渡 ひと美 教諭 （教育学部附属養護学校） II 
II ＝口と ）｜｜ 真利子 教諭（ 教育学部附属幼 稚園）
II 津 島 康 二 文部技官 （施設課） II 
II 山 回 三耳五口 文部技官 （ 工学部） II 
II 大 門 聡 文部事務官（ 教養部） II 
II 木 下 2臼ill. 実務研修生（非常勤）（経理部経理課） II 
II 高 瀬 久美子 事務補佐員 （ 経理部主計課） II 
II 木 村 恵 子 事務補佐員 （ 経理部経理課） II 
II 五十嵐 仁 子 事務補佐員 （ 施設課） II 
II 三 浦 み よ り 事務補佐員 （ 人文学部・ 理学部） II 
II 田 中 常 達
臨時用務員（人文学部・理学部作業員）
II 
II 高 桑 弘 基
臨時用務員（人文学部・理学部作業員）
II 
II 藤 野 敏 子 事務補佐員 （ 教育学部） II 
II 岡 本 一 雄 臨時用 務員（教育学部作業員） II 
II 田 上 進 臨時用 務員（教育学部作業員） II 
- 13一
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採 用 62. 4. 1 永 井 正 夫 臨時用務員（教育学部作業員） 富山 大学長
II 黒 津 浩 子 事務補佐員 （ 教育 学部 ） II 
II 河 崎 多 紀子 事務補 佐 員 （ 経済 学部 ） II 
II 中 波 憲 子 事務補 佐 員 （ 工学部 ） II 
II 榎 日月 美 事務補 佐 員 （ 教養部 ） II 
II キ本 敬 久 教務補 佐 員 （ 教養部） II 
昇 任 II 釘 貫 主了主r 講師 （ 人文学 部 ） 助教授 （ 人文学部 ） II 
II 松 川 三 郎 助 教授 （ 教育学部） 教授 （ 教育学部） 文 部 大 臣
II 武 田 紀代恵 講師 （ 経済学部） 助教授 （ 経済学部） 富山 大学長
II  長 井 長 信 助 手 （ 北海道大学法学部 ） 講 師 （ 経済学部 ） II 
II 長 久 良 一 助 手 （ 経済学部 ） 講 師 （ 経済学部） 11 
鳴 橋 直 弘 助 教授 （ 理学 部 ） 教授 （ 理学部） 文部大臣
II 菅 井 道 ＝ 助教授 （ 理学部 ） 教授 （ 理学部 ） II 
II 釣 馬 勝 年 助教授 （ 理学部 ） 教授（ 理学部 ） II 
II 笹 山 雄 一 助手 （ 理学部 ） 助教授 （ 理学部 ） 富山 大学長
I I  小 松 美英子 文部技官 （ 理学部 ） 助手 （理学部） II 
II 竹 越 栄 俊 助教授 （工学部 ） 教 授 （ 工学部） 文部 大 臣
11 宮 下 尚 助 教授 （ 工学部 ） 教授 （ 工学部） II 
II 村 井 忠 邦 助 手 （ 工学部 ） 講 師 （ 工学部 ） 富山 大学長
I I  福 田 明 夫 助 教授 （ 教養部） 教授（ 教養部 ） 文部大臣
II 奥 村 譲 講 師 （ 教養部 ） 助 教授 （ 教養部） 富山 大学長
II 松 井 茂 昭 教諭（教育学部附属養護学校） 教頭（教育学部附属養護学校） 文部 大 臣
『1 杉 谷 利 枝子 教諭（ 教育学部附属 幼稚園 ） 教頭（ 教育 学部附属幼稚 園 ） II 
II 花 岡 勉 学生部次長 国立若狭湾少年自然の家所長 II 
II 小 山 田 浩 彦 北海道大学学生課長 学生部次長 II 
II 中 林 邦 夫 庶務部 人事課課長補佐 高 岡 短期 大学会計課長 II 
II 本 j畢 健 二 学 生課教務係長 庶務部人事課課長補 佐 II 
II 結 城 進 教育 学部会 計係 長 経理部主計課課長補 佐 II 
II 西 尾 武 経済学部庶務係長 経済学部事務長補佐 II 
II 泉 三 郎 庶務部庶務課庶務係長 教養部事務長補 佐 II 
II 伊 野 不二夫 庶務部庶務課庶務係庶務主任 高岡短期大学庶務課人事係長 高岡短期大学長
JI 松 永 良 成 経理部主計課総務係監査主任 体係育長 局スポーツ
課登山研修所庶務 文部 大 臣





II 谷 口 和 則 教育学部庶務係庶務主任 係国立長 」L 山少年自
然の家庶務課庶務｜国然立の家立所山長少年目
II ）｜｜ 原 卯 吉 東京大学医科学研究所管理課 庶務部人事課給与係給与主任 富山 大学長
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転 任 62 . 4. 1 夫 馬 進 助教授 （ 人文学部 ） 助教授 （ 京都大学文学部 ） 京都大学長
I I  呉 羽 長 助教按 （ 島 根大学教育学部 ） 助教授 （ 教育 学部 ） 富山 大学長
II 松 井 政 明 教諭（広 島 大学附属高等学校） 助教授 （ 教育学部 ） II 
II 木 下 資 ー 助教授 （ 教育学部 ） 助教授 （ 神 戸 大学教養部） 神 戸 大学長
II 日 水 俊 夫 経済企画庁調査局内因調査第二課長 教授（ 経済学部） 文 部 大 臣
II 小 郷 直 言 助教授 （ 経済 学部 ）
助教授（高岡短期大学産業情報科ヰ）
高岡短期大学長
II 岡 回 東 彦 経営短期大学部総務係長 庶務部庶務課学事調査係長 富山 大学長
II 大 場 克 晃 富係 長山工業高等専
門 学校 会計 課 用 度 厚生課奨学係長 II 
II 松 本 進 体係 育長局スポー ツ
課登山研修所庶務 人文学部 ・ 理学部経理係長 II 
II 雁 回 章3 高岡短期大学庶務課 人 事係長 教育学部庶務係長 II 
II コ 井・ 進 経営短期 大学部学務係長 経済学部教務係長 II 
II 今 井 京念 係富 長山商船 高等専
門 学校 会計 課 用 度 附属図 書館総務係長 II 
II 門 前 剛 二 経営短期大学部総務係総務主任 教育学部附属学校第二係庶務主任 II 
II 池 田 真紀美 病文部院事医務事官課 外（ 金来 係沢 大）
学医学 部附属 文部事務官（ 経理部経理課 ） II 





（ 富 山工業高等専 門 学 文部事務官（ 経済学部） II 
II 片 桐 茂 文係 部）
事務官 （ 金 沢大学教養部会 計 文部事務 官 （ 経済 学部 ） II 
II 竹 田 充 輝 文部事務官（ 経営短期大学部） 文部事務官 （ 経済学部 ） II 
II 高 橋 春 男 文部事務官（経営短期大学部） 文部事務官（ 経済学 部 ） II 




山少年自然の 文部事務 官 （ 工学部 ） II 
II 田 中 輝 和 文部事務官 （庶務部庶務課） 文部事務官（高岡短期大学庶務課） 高岡短期大学長
II 孟，，，，主． 口 肇 文部事務官（ 教育学部） 文部事務官（金沢大学工学部学生係） 金沢大学長











II 熊 崎 卓 巳 文部事務 官 （ 工学部）
文官陣務官（岐阜大学医学部医事課）
岐阜大学長




立 山少年自 然の 国
然立の 立家所
山長少年自
II 庄 司 正 文 文部事務 官 （ 附属 図 書館 ） 文部事務官（高岡短期大学事業課 ） 高岡短期大学長
配 置 換 II 高 原 告 朗 経理部長 群 馬 大学経理部長 文 部 大 臣
II キ本 手Jj j合 山 形大学経理部長 経理部長 II 
II 黒 田 正 男
鶴岡工業高等専門学校学生課長 事務局付 II 
II 平 岡 幸 一 高 岡 短 期 大学事業課長 経済学部事務長 II 
II 石 黒 勝 夫 経理部主計課課長補佐 工学部事務長補佐 II 
II 岡 山 一 雄 庶務部庶務課学事調査係長 庶務部庶務課庶務係 長 富山 大学長
II 東 敏 附 属 図 書館総務係長 経理部経理課給与係長 II 
II 土 肥 隆 三 学生課 入学試験係長 学生課教務 係長 II 
II 奥 村 行 夫 工学部学務係長 学生課入学試験係長 II 
II 山 下 書 和 教養部庶務係長 人文学部 ・ 理学部庶務係長 II 
II メリ 賀 春 樹 経理部経理課給与係長 教育学部会計係長 II 
Ed ’・A
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配 置 換 62 . 4 .  1 浦 田 隆 志 工学部庶務係長 経済学部庶務係 長 富山 大学長
II 湊 馨 人 文学部 ・ 理学部経理係長 経済学部会計係長 II 
II 杉 林 昭 子 経済学部学務係長 経済学部学生係長 II 
II 清 水 寛 人文学部 ・ 理学部庶務係長 工学部庶務係長 II 
II 御 福 F量 厚生課奨学係長 工学部学務係長 II 
II 嶋 田 政 信 教育学部庶務係長 教養部庶務係長 II 
II 酒 井 利 満 庶 務 部 人事課給与係給与主任 庶務部人事課任用 係 任 用 主 任 II 
II 東 仙 博 経理部経理課用度係物品管理主任 経理部主計謀総務係 監査主任 II 
II 羽 広 孝 司 教育学部附属学校第一係会計主任
経理部経理課用度係物品管理主任
II 
II 鹿 島 光 雄 工学部経理係経理主任 施設謀企画係企画主任 II 
II 清 水 良 太郎 施 設課企画係企画主任 教育学部附属学校 第一係 会計主任 II 
II 湯 浅 健 一 経済学部学務係学生主任 経済学部教務係教務主任 II 
II 松 本 修 一 文部事務官 （庶務部人事課 ） 文部事務官（ 庶務部庶 務課 ） II 
II 回 中 正 博 文部事務官（ 経 済学部 ） 文部事務 官 （ 経理部主計課 ） II 
II 佐 藤 淳 文部事務官（ 経理部経理課 ） 文部事務 官 （ 経理部主計課 ） II 
}/ 絹 石 達 也 文部事務官（工学部 ） 文部事務官（ 経理部経理課 ） II 
II 北 角 政 信 文部事務 官 （ 教養部 ） 文部事務官 （ 経理部経理課 ） II 
II 竹 内 勝 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学部） 文部事務官 （ 学生課 ） II 
II ） ｜ ｜ 上 重 信 文部事務官（ 経済学部 ） 文部事務 官 （ 学生課） II 
II 作 井 功 文部事務官（ 教育学部 ） 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学部） II 
II 村 崎 勝 子 文部事務官（ 経理部経理課 ） 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学部 ） II 
II 武 久美子 文部事務官 （ 教養部 ） 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学部 ） II 
II 津 島 浩 司 文部事務官 （ 工学部 ） 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学部 ） II 
II 柴 田 i享 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学部） 文部事務 官 （ 教育学部 ） II 
II 北 治 夫 文部事務官（ 経理部主 計課 ） 文部事務 官 （ 教育 学部 ） II 
II 山 国 豊 文部事務官（ 経済学部 ） 文部事務 官 （ 教育学部） II 
II 石 塚 久 博 文部事務官（ 教養部） 文部事務 官 （ 教育学部） II 
II 高 橋 知 裕 文部事務官 （ 教育学部 ） 文部事務 官 （ 経済学部） II 
II 高 畠 幸 子 文部事務官（ 人 文学部 ・ 理学部 ） 文部事務官（ 経済学部 ） II 
II 石 田 精 一 文部事務 官 （ 経理部主計課 ） 文部事務官（工学部 ） II 
II 尾 崎 美 幸 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学部 ） 文部事務 官 （ 工学部 ） II 
II 高 森 満 文部事務官（ 経理部経理課 ） 文部事務 官 （ 工学部） II 
II 中本 秀 一 文部事務官（ 経済学部） 文部事務官（工学部） II 
II 稲 垣 克 己 文部事務官 （ 教育学部） 文部事務 官 （ 教養部 ） II 
II i畢 崎 勝 彦 文部事務 官 （ 人文学部 ・ 理学部 ） 文部事務官 （ 附属 図 書館 ） II 
II 奥 田 都 文部技官（ 経理部経理課 ） 文部技官（ 附 属 図 書館 ） II 
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降 任 62 . 4 .  1 松 井 博 文
国立立山少年自然の家庶務課庶務係長
庶 務部席務課庶務係庶 務主任 富 山 大学長
イ井 任 II 
松 嶋 道 夫 教授 （ 経済学部 ） 教1授～ �3経． 営短3 期3大1) 学部
） ( 62. 4 文部 大 臣
II 南 龍 久 教授 （ 経済学部） 教1授～ �経3 . 営短3 期3大1 ) 学部 ） ( 62 
4 . II 
II 篠 原 巌 助教授 （ 経済学部） 助 教l授～ �経3 . 営3短． 期3大1 )学部
） ( 62 4 富 山 大学長
II 榊 原 英 夫 助教授 （ 経済学部） 助 教1授～ �3経－ 営短3 期3大1 ) 学部
） ( 62 .  4 II 




学部 ） ( 62 4 II 
II 佐 藤 良 一 助教授 （ 経済学部） 助 教l 授～ �3 .経営短3 . 期3大1 )
学部 ） ( 62 4 II 
II 小 倉 利 丸 助教授 （ 経済学部 ） 助 教1授�経営短 期 大1 )
学部 ） ( 62 4 II ～ 3 3 .  3 
II 小 黒 子 足 教授 （ 理学部 ） 評議員 の併任 を 解除 す る 文部 大 臣
II 小 黒 千 足 教授 （ 理学 部 ） 理（学62 .部
長
4・ 評1 議～ 6員4 3 .  31 ) II 
II 小 黒 千 足 教授 （ 理学部 ） ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー
長
II 
62 . 4 .  1 ～ 64 . 3 . 3 1 ) 
II 
松 本 賢 一 教授 （ 理学部） 評（ 議62.
員
4 l ～ 62 . 5 1 ) II 
II J l l  上 重 信 文部事務官 （ 経済学部） 学生課の併任 を 解除 す る 富 山 大学長
II 土 田 敏 雄 文部技官（ 経理部経理課 ） 附 属 図 書館の併任 を 解除す る II 
II 土 田 敏 雄 文部技官（ 経理部経理課 ） 経理部主計課 II 
II 


















学校 小学部主事 II 
II 舘 森 照 明 教 諭 （ 教育学部附属養護学校）
教育学官附属養護学校高等部主事
II 
II 布 尾 英 二 教 諭 （ 教育学部附属養護学校） 教育学部附属養護学校小学校主事 II 
職務 命令 II 谷 口 泰 一 文部技官（工学部 ） 工学部工場
係 工場主任 を 命 ず る fl 




長 を 命 II 
II 関 場 貞 子 文部事務 官 （ 附属 図 書館 ） 附ず
属
る
図 書館受 入 係 受 入 主任 を 免 fl 
II 関 場 貞 子 文部事務官 （附属 図書館 ） 附ず
属
る
図 書館参考 係 参考主任 を 命 fl 
公の 名 称、 II 







長 を 文部 大 臣
の 附 加 II 杉 谷 利 枝子 教頭（ 教育学部附属幼稚 園 ） 教ず育る
学部附属幼稚園 劃 園
長 を 命 II 
退 月哉 II 石 原 、、 キ 教授 （ 教育 学部 ） 退昭職
和6し2年た
3 月 31 日 限 り 停年 に よ り fl 







3 月 31 日 限 り 停年 に よ り fl 





3 月 3 1 日 限 り 停年 に よ り fl 
II 中 川 正 之 教授 （ 理学部） 昭退職
和田し 年
た
3 月 31 日 限 り 停 年 に よ り fl 





3 月 31 日 限 り 停年 に よ り II 







3 月 31 日 限 り 停年 に よ り fl 





3 月 31 日 限 り 停年 に よ り fl 







3 月 31 日 限 り 停年 に よ り fl 
II 




3 月 31 日 限 り 停年 に よ り fl 
II 若 林 嘉一郎 教授 （工学部 ） 昭退職
和6し2年た
3 月 31 日 限 り 停年 に よ り fl 
fl 石 崎 千 代 事務補 佐 員 （庶務 部庶務課 ） 昭和62年3 月 31 B 限 り 退職 し た 富 山 大学長
円t’EA 
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退 職 62 . 4 . 1 不官 原 永 子 事務補佐員（ 人文学部 ・ 理学部） 昭和62 年3月31日限り 退職した 富 山 大学長
I I  塩 谷 純 子 技術補佐員（ 人文学部 ・ 理学部） 昭和62 年3月31 日 限 り 退職し た II 
II 江 野 輿 四 郎
臨時用務員（ 人文学部 ・ 理学部作業員）
昭和62 年3月31日限 り 退職し た II 
II 村 井 擢 吉 臨時用務員（ 人文学部 ・ 理学部1博員） 昭和62 年3月31 日限り 退職し た II 
II 辻 津 弥 八 郎
臨時用務員（教育学部時員）
昭和62 年3月31日限 り 退職し た II 
II 作 道 勢以子 事務補 佐 員 （ 工学部 ） 昭和62年3月31日限I） 退職し た II 
II 西 島 健 一 臨 時用 務 員 （ 教養部作業員 ） 昭和62 年3月31日限り 退職 し た II 
II 林 英 明 教務補 佐 員 （ 教養部） 昭和62年3月31日限り 退職 し た II 
II 村 裕 子 事務補佐 員 （附属 図書館 ） 昭和62 年3月3 1 日限 り 退職し た II 
II 中 村 喜 久 美 事務補佐 員 （附属 図 書館 ） 昭和62年3月31 日 限 り 退職し た II 
II 回 畠 麗 子 事務 補 佐 買 （ 経営短期大学部） 昭和62年3月31 日限り 退職し た 期富大山学大部学正学予長営対
学 内 諸 報
人文学部長の改選
楠瀬 勝 人文学部長 の任期が， 昭和62年 5 月 1 日 で満
了 す る よ と に 伴 い ， 人文学部教授 会 は ， 3 月 16 日 （［j) に
次期学部長候補者の選挙 を 行 っ た 。 そ の結果， 三賀政
美教授が選 出 さ れ ま し た 。 任期 は ， 昭和62年 5 月 2 日
か ら 2 年間 。
三賀教授 は， 昭和36年 3 月 東北大学文学部文学科 を
卒業， 39年 3 月 東北大学大学院文学研究科修士 課程修
了 ， 42年 3 月 同 研究科博士課程 を 退学， 周年 4 月 東北
大学助 手 （ 文学部） に 採用 ， 44年 4 月 秋 田 大学 講 師 （ 教
育 学部） . 46年 4 月 間助 教授， 50年 4 月 富 山 大学助教
授 （ 文理学部） ' 52年 5 月 文理学部改組に よ り 人 文学
部助 教授， 52年 10 月 富 山 大学教授 （ 人文学部 ） に 昇任，
こ の 間， 昭和60年 5 月 か ら 富 山 大学評議 員 を 併任， 現
在 に 至 っ て い ま す 。 専 門 は 中 国文学。
学生部長の改選
本 田 弘学生部長 の 任期が， 昭和62年 5 月 8 日 に 満
了 す る こ と に 伴 う 次期学生部長候補者の選考 は ， 3 月
1 7 日 開催 の 評議会に お い て 教務委 員 会 及 ひ祁j 導協議会
の合同委員 会か ら 推薦 の あ っ た 3 名 の 本学教授の う ち
か ら 投票 に よ っ て 行 わ れ， 教養部ィ龍漂 弘 教授が選 出
さ れ ま し た 。 任期 は 昭和62年 5 月 9 日 か ら 2 年 問。
。。
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退職 （ 予定）者 を 囲 む懇談会
昭和61年度に 定年 （ 停 年 ） 又 は 勧 奨 に よ り 退職 さ れ 経 i斉 学 部 文部事務 官 藤 国
る 方 々 を 囲 む 懇談 会が、 去 る 3 月 12 日 （本Jl l 時か ら 事務 理 且寸aー． 部 文 部 教 官 中 J l l  正 之
局 大会議室に お い て 開 催 さ れ ま し た 。 II II 児 島 事長
懇 談 会 に 先立 ち ， 記 念 品 の 贈 程， 学長挨拶， 退職 （ 予 II II 小 林 貞 作
定 ） 者代表の謝辞， 記念撮影が行わ れ た あ と 懇談 会 に 工 Aナu. 部 II 井 村 定 久
入 り ま し た c II II 若 林 嘉一 郎
懇 談 会 は 守 終始和やか な 雰 囲 気 の う ち に 行 わ れ， 学 II II 塚 島 寛
長 を は じ め 各部 局 長 等か ら ， 永 年 の 労がね ぎ ら わ れ ま II II 白 ，鳥
し た 。 II II 膏 藤 仁 代
な お ． 退職 （ 予定 ） 者 は 次 の と お り です。 II II 高 森 ＝ 郎
府、 手寿 部 文部事務官 高 安 芳 枝 II 文部事務 官 JI I 原 富 雄
教 育 主一丸 部 文 部 教 官 石 原 、、 キ II 文 部 技 官 竹 林 信 儀
教 育 学部附 属 中 学校 II 紺 道 正 子 7じ 工 学 音日 II 清 水 と し 子
経 1汽 ，出＿.： 部 文部事務官 早 崎 寛 威 経 営 短 期 大 学 部 文部事務 官 竹 岡 環
海 外 渡 航 者
渡 航 の 極 類 ｜ 所 属
職
氏 名 ｜ 渡 航 先 国 目 自ワ 期 間


























国衆ムロカメア北 交山 戸吊口溝且 又教助立口養教
人文学部 ｜ 教 授 ｜ 藤井 一 行
連合王国， フ ラ ン
ス ， ス イ ス ， イ タ
リ ア ， ユー ゴ ス ラ
ビ ア， ハ ン 7ゲ リ ー
オ ー ス ト リ ア ， チ
ェ コ ス ロ パ キ ア ，










外 国 出 張
教育学部 ｜ 助 教授 ｜ 渡辺 ア メ リ カ 合衆 国信 ！ 大韓民 国
数学特に 整数論 に つ い て グラ I 62 . 3 .  26 
ー ツ 大学で共 同 研究 を 行 う た ｜ I 
め I 62 . 4 . 30 
I 6 2 .  3 .  30 
単 細 胞 緑 藻 の微細構造 の研究 ｜ I 
63 . 3 .  29 
教 養 部 ｜ 教 授 ｜ 中 越 組方 ｜ オ ー ス ト リ ア
海外研修旅行
Qd 唱EA
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学 内 レ ク リ エ ー シ ョ ン 〈囲 碁大会〉
本学 レ ク リ エー シ ョ ン 委員 会娯楽部会囲 碁班主催 に 次 勝 理学部 松本賢一
よ る 昭和61年度学 内 囲 碁大会が去 る 3 月 14 日 仕）富 山 大 位 経済学部 松嶋道夫
学職員 会館 に お い て ， 10名 の 参加 に よ り 実施 さ れ ま し 0 B ク ラ ス
fこ 。 優 勝 学生部 金子哲夫
な お， 成績 は 次 の と お り です 。 次 勝 II 桜井雅和
0 A ク ラ ス 二 f立 II 御 福 i；圭
優 勝 理学部 金坂 績
寄 稿
ク ロ ズ ビ ー の意見
公害が大 き な社会問 題 を 引 き 起 こ し ， 重 化学工業が
往時の華か さ を 失 っ て 以 来， 化学関係学科 の 人気 は 下
降線 を 辿 っ て い っ た 。 近 頃 は バ イ オ 人気 に つ ら れ て 化
学 を 志す 人が増 え つつ あ る よ う に 思 わ れ る が， こ れ も
l つ の領域が脚光 を 浴び て い る に す ぎず ， 化学全体 と
し て の地磐沈下 は ま だ 回 復 し て い な い よ う だ。 化学の
人 気 を 引 き 戻す に は 中 学， 高校の時代か ら の 化学教育
が重要で、 あ る と い う の は 言 を 待 た な い 。 日 本化学会で
も よ う や く 1977年 に 化学教育賞 を ， 1984年 に 化学教育
有功賞 を 設立 し ， 化学教育 に 力 を 入 れ始め た 。 こ れ は
大学は 本 来， 教育 と 研究の二つ の 使命 を 持つ と い う こ
と か ら 考 え れば遅す ぎ た 設立 であ る か も し れ な い が，
化 学教育の大切 さ が認め ら れ て き た こ と は 好 ま し い こ
と で あ る 。 し か し 今だ に 大学 に お け る 教育 と 研究 は ，
と も す れ は‘二律背反す る 問題 と し て 捉 え ら れ， 研 究 に
重 点 を 置 く あ ま り 教育 が軽視 さ れ る 風潮があ る こ と は
否 め な い
私は 今 回 ワ シ ン ト ン 州 立大学で研究 を す る 機会 を 得，
1985年 1 1 月 に 渡米 し た 。 も ち ろ ん 渡米の 目 的 は 研 究 で
あ る が， ア メ リ カ てい 「教育 と 研究」 と い う 問題 が ど う
捉 え ら れ て い る の か を 知 る こ と も 大 い に 興味があ っ
た 。 そ し て ア メ リ カ に も 日 本 と 同 様 の 問 題 が あ る の を
知 っ た の は ， 友達 に な っ た あ る 教育 助 手 （ Teachrng
as s i stant : TA ） の 言 葉か ら で あ っ た 。 彼 は 「 こ の 大学
は 有 名 大学の仲 間 入 り を し よ う と し て 研 究 に 力 を 入 れ
過 ぎ て い る 。 も っ と 教育 に 力 を 入れ る べ き だ 。 」 と 大
理学部助手 金森 寛
化学教室の展示ケ ー ス， 古い実験器具や薬品が
飾 ら れて い る 。 下の小 さ な写真は グ ロ ズ ビ ーの受
賞の時の も の。
学のマ ネ ジ メ ン ト に つ い て の不満 を 述べ て い た 。 し か
し こ の 問 題 の背景 は か な り 複雑 であ る 。 ア メ リ カ の 名
門 大学は Harvard や Yale 等 に 代表 さ れ る 私立大学で
あ り ア メ リ カ と し て は 古 い 歴 史 を 誇 っ て い る 。 国 立 は
特殊 な も の を 除 い て ほ と ん ど な し 残 り は 比較 的歴 史
の浅 い 州 立大学であ る 。 し か し 新 し い州 立大学 で も 有
名 大学 に な れ る の で あ る 。 カ リ フ ォ ル ニ ア 大学ノ 〈ー ク
レ ー校や テ キ サ ス 大学 な ど は 州 立 で も 一級の大学であ
る 。 裕福 な 州 で あ る カ リ フ ォ ル ニ ア や テ キ サ ス は ， 大
学への 豊 富 な 資金援助 に よ り 私立大学に 伍す る 有 名 大
学 に 仕上げた の であ る 。 大学の 名 声 を 高め る 手 っ 取 り
早 い 方 法 は 例 え ば ノ ーベル賞受賞者 な ど著 名 な 研究者
を 集め る こ と で あ る 。 ア メ リ カ の 教授の給料は 日 本 の
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国 立大学の教授 の よ う に 一 律 で、は な く 州 に よ っ て ま た
大学 に よ っ て か な り 聞 き が あ る 。 従 っ て 高 級 を 与 え ，
研究設備 を 整 え る こ と で他大 学 の 著 名 な研究者 を 比較
的簡単 に 引 き 抜 く こ と がで き る の で あ る 。 格段の 条件
を 与 え ら れ れ は＼ ド ラ イ な ア メ リ カ 人 な ら ず と も 母校
への愛着心 な ど振 り 切 っ て し ま つ の が 人 の 常 で あ ろ う 。
有 名 な教授陣 を そ ろ え れは＼ そ こ に は 優 秀 な 学生が集
ま り ， 必然の結果 と し て 大 き な 業績 が得 ら れ る 。 業績
は 大学の最大 の 宣伝材料 と な る 。 こ う な れ ば高 き に 流
れ る が ご と し ま す ま す優秀な 研究者， 学生 が集 ま り ，
自 然 と そ の 大学の評価 は 高 ま っ て い く 。 さ ら に ア メ リ
カ では 就職 （ 大学企業 に か か わ ら ず ） に 際 し ， コ ネ が
非 常 に 重 要 な 働 き を す る の で こ の傾 向 に は ま す ま す 拍
車がか か る 。 私 の 住 ん で い た ワ シ ン ト ン HI は 残 念 な が
ら 貧乏 な ·J·H であ り ， 教授達 は そ の 給料の低 さ を い つ も
嘆 い て い た 。 ま た 私 の滞在 中 も 生化学の 著 名 な 教授が
他州 の大学へ好条件てボ引 き 抜か れ て い く と い う 新聞 記
事 を 目 に し た 。 こ の よ う に 有 名 大学へ の 第一 歩 は 優 れ
た 研究者 を 集 め業績 を 上げ さ せ る こ と な の で あ る 。 こ
れ は 日 本 で新設私立高校が 名 を 上げ る た め に 野球部に
金 を つ ぎ 込 み 可 l 子一 園 への 出 場 を め ざす の と よ く 似 た 発
想、 であ る 。 どの大学 も そ の ラ ン ク を 少 し で も 上 げた い
の は 当 然 の こ と であ る か ら 大学 は 勢 い 研究面 に 重 点 を
置 く こ と に な る 。 事実 一 流校 ほ ど 研 究 面 に 重点が置か
れ， ラ ン ク が下が る に 従 っ て 教育 面 の 比 重 が高 い と い
う の がア メ リ カ での一般 的 な 見方 の よ う であ る 。
大学では研究が中心 と な り 教育 が軽視 さ れ る と い う
の は 個 々 の研究者 の 立場に 立 っ て み て も そ れ な り の理
由 が あ る 。 ア メ リ カ の 大学の先生 の職階は Protessor
（ 教授 ） , Associate Protessor  （ 準教授 ）， Ass i s” 
tant Protesso r （ 助 教授 ） と な っ て い る が， 若 い 研究
者に と っ て 最 も 大事な の は tenu re （ 終 身 雇 用 の保証）
を 得 る こ と であ る 。 講義が上手 か下手か と い う の は 客
観的に は 評価 し に く い 問題 で あ る の で大学側 が教官 に
tenu re を 与 え る か ど う か と い う 目 安 に は ど う し て も そ
の 人 の研究業績が中 心 と な る よ う だ 。 ま た 高 額の研究
設備 を 必要 と す る 理科系の分野では グ ラ ン ト が取 れ る
か ど う か と い う こ と も 大 き な 問 題 で あ る 。 さ ら に 9 ヶ
月 分 の給料 し か 支給 さ れ な い ア メ リ カ の シ ス テ ム では
夏休 み 3 ヶ 月 間 の 自 分 の給料 を 捻 出 し て こ な け れば‘ な
ら ず ， こ れ は ま た 生 活上 の 問 題 で も あ る 。 グ ラ ン ト は
研究に対 し て 与 え ら れ る 基金 であ る か ら ， 当 然 の こ と
な が ら 研究業績 の 評価 が最大 の 決め 手 と な る 。 と な る
と 特に ま だ研究 に 対す る 一般的 な 評価 が定 ま っ て い な
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い若手研究者 は 研究 に 集 中 せ ざ る を 得 な い 。 こ の よ う
に グ ラ ン ト 制 度 は 研 究 を 活性化 さ せ る 点 で は 大 い に 貢
献 し て い る よ う だ が， 問題がな い わ け では な い 。 そ の
最大の も の は グ ラ ン ト を 取 り やす い研 究 テ ー マ を 選ぶ
こ と で研究 に 流行がで き て し ま い バ ラ エ テ ィ ー が 少 な
く な っ て し ま う こ と で あ ろ う 。 こ れ は 例 え ばア メ リ カ
化学会か ら 発行 さ れて い る 雑誌 の 1 つ であ る Inorgan ic
Chem is t ry の 過去 10年ぷん を 眺め て み れ ばす ぐ に わ か
る 。 あ る 1 つ の テ ー マ に つ い て 10年 間 こ つ こ つ と 継続
さ れ て き た 研究 と い う の は ほ と ん ど な し 二， 三年の
周 期 で研究対象， 研究手段 の 流行 が移 り 変 わ っ て い る 。
さ ら に 比較 的 短期 間 で 目 を 引 く よ う な 成果 を 上 げ る た
め に ど う し て も 地味 で基礎 的 な 研究 は と り 残 さ れ て い
く こ と に な る 。 こ の傾向 は ア メ リ カ の 経済 的 な 落 ち 込
み が深 ま る と と も に 顕著 に な り ， 特に レ ー ガ ン 政権 に
な っ て か ら は 研究基金の予算削減に よ り 基礎 分野 は ま
す ま す き び し く な っ て き て い る 。 私の研究分野 と 関係
が深 い 研究 を し て い る ピ ッ ツ パー グ大学の あ る 教授 は
10年前 に は 第 一 線の研究者 と し て 華 々 し く 活躍 し て お
ら れ， 教育面 で も す ぐ れ た 教科書の著者 と し て 多 大 な
貢献 を し て こ ら れ た 。 し か し 最近 では 研究分野の 流行
の 変化 と と も に 業績 も 少 な く な り ， こ こ 5 年 間 ほ ど は
グ ラ ン ト も 取 れ な い で い る こ と を 知 り ， ア メ リ カ 社 会
の競争の 厳 し さ を 感 じ る と と も に 一抹 の き び し さ を 感
じ た 。 彼 は 過去の貢績に よ り 70オ ま で勤め る こ と を 認
め ら れ て い る そ う だが， 63オ で退官す る こ と に し た ら
し い 。 そ の理 由 と し て 彼 は健康上の問題 を 上げ て お ら
れ た カヘ イ ギ リ ス か ら i度 っ て き た 彼に は ア メ リ カ の あ
ま り に 厳 し い 競争社会が肌に 合 わ な か っ た の か も し れ
な い 。 こ の よ う な 点 を 考 え れば 日 本 の広 〈 薄 い研究費
配分に も 利 点 は あ り そ う であ る 。
少 し 話が寄 り 道 し て し ま っ た が， 以上の様な こ と か
ら ア メ リ カ の 大学 では研究 に 重 点 を 置か ざ る を 得 な い
と い う のが実情であ る 。 し か し 研究 と 教育 は 本 当 に 背
反 す る も の で あ ろ う か 。 私の恩師 の先生であ り ， 日 本
の 錯体化学の 基礎 を 築 か れ た 槌 回 龍太郎博士は 「 研 究
を し て い な い も の に 教育 は で き な い 。 」 と 言 わ れ た そ
う だ。 ア メ リ カ の教授達 は ど う 考 え て い る の だ ろ う か 。
私に と っ て 幸運 だ っ た の は 1985年 の ア メ リ カ 化学会化
学教育賞 を受賞 し た グレ ン ・ ク ロ ズ ビ 一博士が同 じ 化学
科に お ら れ， 折 り にふれて彼の 意 見 を 知 る こ と が で き た
こ と であ る 。 ク ロ ズピ一博士 は ア メ リ カ 人 と し て は 小柄
な ほ う で い つ も 難 し い 顔 を し て 歩 い て お ら れ た 。 気 難
し そ う な 先 生 だか ら あ ま り 近づかな い でお こ う と い う
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の が私の最初 の 印 象 で あ っ た 。 彼 は 教 育 者 と し て だけ
で な く 研究者 と し て の評価 も 高 〈 化学科で グ ラ ン ト を
た く さ ん 取 っ て く る 人 の一 人 で あ る 。 そ の 彼が大学 で
一般 向 け の 演示実験 を 行 う と い う の で， あ の 難 し そ う
な 先生 が ど ん な こ と を す る の だ ろ う か と い う 興味 を 持
っ て 私 も 行 く こ と に し た 。 題 は確か 「無機化学 に お け
る 色」 と い っ た も の であ っ た 。 実験 の 内 容 そ の も の は
化学発光や炎色 反 応 な ど さ し て 目 新 し い も の は な か っ
た が， 一番驚 い た の は シ ョ ウ （ そ れ は ま さ し く シ ョ ウ
で あ っ た ） が始 ま っ て か ら の普段 の 彼か ら は と て も 考
え ら れ な い よ う な シ ョ ウ マ ン シ ッ プぶ り で あ っ た 。 そ
こ での ク ロ ズ ビ ー は ま き に 一 流 の手 品 師 であ り ， エ ン
タ テ ィ ナ ー であ っ た 。 彼が一番力 を 入れ て い た の は 化
学現象 を い か に 楽 し く 見せ る か に あ っ た と 思 う 。 な か
で も 圧巻は化学発光の 実験 であ っ た 。 通常 よ く や る よ
う に 試験管に 発光物質 を 入れ， 「 ほ ら 光 っ て い る で し
ょ う 。 」 と 言 っ て 見せ る の では な し 彼の場合は 自 分
の 身体 に 発光物質 を 塗 り ， 自 ら が発 光 人 聞 と な っ て 舞
台 でお ど け て 見せ る と い つ も の で あ っ た 。 約一 時 間 に
わ た る シ ョ ウ は あ っ と い っ 聞 に 終わ り ， 観客 は 化学 の
楽 し き を 十分満喫 し た よ う で あ っ た 。 そ こ で彼が見せ
た も の は 如 何 に し て 人 を 魅 き つ け ， 楽 し ま せ， わ か り
や す く 見せ る か と い う も の であ っ た と 思 う 。 ロ ス ア ン
ゼ ル ス オ リ ン ピ ッ ク の 開会式 で見せ た ア メ リ カ 人の シ
ョ ウ マ ン シ ッ プ を ク ロ ズ ビ ー の 演示実験で再び見 る こ
と がで き た 思 い であ っ た 。 し か し ま た 同 時 に ， こ れ は
日 本 人 に は ち ょ っ と 真似 で き な い な と い う の も 正直 な
感想 であ っ た 。
し は、 ら く し て ニ ュ ー メ キ シ コ 大学で聞 か れ た 「 大学
に お け る 教育 に 関す る 会議」 での ク ロ ズ ビ ー の 発 言 が
大学新聞 に 掲載 さ れ た 。 ヘ ッ ド ラ イ ン に は こ う 書か れ
て い た 。 “Conf l i ct between teaching and research 
is unnecessary, researcher says”  こ れ は ま さ に 私
が考 え て き た 問 題 であ り ， 大 い に 興味 を 持 っ て そ の 紙
面 を 読 ん だ 。 以下 に 彼の意見 を 要約 し て み よ う 。
「研究 と 教育 に 関 す る 問 題 は 教育 の 目 的が よ り 深 く
理解 さ れれば解決 さ れ る であ ろ う 。 教 室 での講義の 目
的 は 学生 が 自 分 自 身 で そ の 分野 を 学べ る よ う に 鼓舞す
る こ と で あ る 。 あ ま り に 多 く の 人 々 が， 教室での時間
は “理論や知 識 の 集 成” を 学生 に 伝 え る の に 使 わ れ る
べ き だ と 考 え て い る 。 し か し 学生 が 習 熟 す る 必要 の あ
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る 知識や学問分野 を すべ て 教 え ら れ る だ ろ う か 。 学生
を ， 知 識 を 吸収 す る と い う ょ っ な 受動 的 な こ と に で は
な し 研究 を 進め て 行 く 時 の よ う に 能動 的 な 探求や発
見 に 従事 き せ な け れ ばな ら な い 。 こ の 点か ら 言 え ば，
研 究者 と し て 成功 し た 者 は 教室 で も 最高 の ガ イ ド と な
れ る 筈 で あ る 。 優 秀 な 教師 と い う の は 方 法論 を 伝 え ，
ま た そ の 学問分野 に 深 く か か わ っ た 者 と し て そ の 学聞
の論理構造 を 教 え る 人 間 で な け れ ば な ら な い 。 我 々 は
実験的 な 手法 乞 新 し い 知 識 の 深求 を ， 発 見 と 冒 険 の
精神 を ， ま さ に 教室 の 中 に ， ま さ に 教 え る と い う プ ロ
セ ス の 中 に 持 ち 込 ま ね ば な ら な い 。 そ う す れ ば世間 で
言 わ れ て い る よ う な 大学に お け る 研 究 と 教育 の 機能 の
対立 と い っ た 問題 は 消 え る 。 」
こ れ は ま さ に 大学 に お け る 理想 的 な 教育方法であ ろ
う 。 し か し ま た ， 化学 と い う 分野 は 数学や物理 に 比べ
て 「知 識の 集 成」 が重要 な 分野 で も あ る よ う に 思 わ れ
る 。 1 つ 1 つ の 試薬の性質 を 知 ら な け れば合成は で き
な い であ ろ う 。 ク ロ ズ ビ ー の 意 見 を 読 ん で， そ の教育
理念に は 賛 成す る の だが， 化学教育の具体的 な 方 法論
と な る と 私 自 身 ま だ結論 を 出せ な い で い る 。
私が師事 し て い た レ ッ グ教授 は 今度 Dean （ 学部長 ）
と し て 大学 を 移 る こ と に な っ た 。 ア メ リ カ で、は Dean や
Provost （ 教務部長 ） は 本 当 の意味ていのマ ネ ジ ャ ー で
あ り 研究 は ほ と ん ど行 な わ な い の が常 で あ る 。 Deantこ
な れ ば管理職 と し て の 仕事が忙 し く 研究 は 止 め ざ る を
得 な い で あ ろ う が， 講義 の 質 を 維持す る た め に も 最低
限 の 研 究 は 続け た い と い う の が彼の希望 であ っ た 。 彼
は 大学 に 職 を 得 た 時， 1 年 間 ク ロ ズ ビ ー の 講義 を 聴 講
し て 彼の教授法 を 学 ん だ そ つ であ る 。 ち な み に レ ッ グ
教授 も 学生 に よ る 講義内容の採点 で は 常 に 高得点 を 得
て い る 熱心 な 教育者であ る 。
最後 に も う 一度 ク ロ ズ ビ ー の意 見 の一部 を 原文の ま
ま 引 用 し て み た い 。
“We are experimental and dar ing in the re search 
l aborato ry. Why are we so stuffy and conserva-
t ive in the class room ？ ”  
砂 筆者 は ， 文部省 在 外研究員 （ 甲 種 ） と し て ， 昭和60年
1 1 月 1 日 か ら 昭和62年 2 月 1 日 ま で10か 月 間遷移金
属 錯体の分光学的研究の た め ア メ リ カ 合衆国へ 外 国
出 張 さ れ ま し た の で， 特に 寄稿 を 御依頼 し た も の で
す。
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〈新任者住所〉
教育学部
助 教 授 松井 政明
（ 社 会科教育 ）
助 教 授 呉羽 長
（ 国 文学）
講 師 諸 岡 晴 美
（ 彼 級学）
事務補佐員 黒j事 浩子
臨 時 用 務 員 岡 本 一雄
（ 作業員 ）
技能補 佐員 田 上 進
（ 汽か ん i: )
附属小学校 長 原 好成
教諭（ 理科）
田 上 修一
（ 数 学 ）






教諭 （ 社会 ）
附 属 中 学校 此川 佳子
教諭 （ 家庭）
附属幼稚園 古 川 真利子
教 諭
附属養護学校 近 江 幸 人
教 諭
経済学部
I I  堀 田 清子
fl 松本 良 子
II 松 田 由 美
II 六渡ひ と 美



















助 手 茂垣 広志
（ 経営学）
月 手 谷本 雅之経営学）





事務補佐 員 河崎 多 紀子
学 報
工 学 部





文 部 技 官 山 田 聖
（工場係 ）
事務補 佐 員 中 波 憲子
（ 市lj御工学）
附属図書館
総 務 係 長 今井 稔
事務補 佐 員 二 口 真也
（ 参考係 ）
事務補 佐 員 塚本 真理
（受入係 ）
一職員会館の宿泊の御案内一
＠利用 日 … … 土 ・ 日 曜 日 及 び祝 日 も 利用 で き ま すグ
＠ 申 し 込み…利用 自 の 2 目 前 ま でにグ
＠門限時刻・ ・ ・午後1 0町・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・御協力 を ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ．グ
＠ 構内での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究 に支障 を
来 さ な い よ う 安全運転に努め定め ら れた 交通方法，
歩行者の安全及 び騒音防止 に努 め ま し ょ う グ
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主 要 行 事
本
部 ｜
3 月 2 日 第29 回北陸 5 大学施設担 当 者協議会
（ 於 ： 富 山 医科薬科大学 ）
2 ～ 4 日 北陸地区 国 立 5 大学合同健康増進合宿 セ ミ
ナー
3 日 部課長会議
第 1 8 団 事務協議会
5 ～ 6 日 富 山 大学 入学 者選抜試験
1 2 日 退職予定者 と の 懇談会
1 3 日 第 2 回低温液化室運営委員 会
第1 1 回 学長選考基 準検討委員 会
17 日 第 6 回 大学院委員 会
第 12 回評議会
18 日 放射性 同 位元素委 員 会
富 山 大学 入学者選抜試験合格者 発表
20 日 第 6 回総合大学院検討 委員 会 自 然科学部会
20～ 24 日 理学部定 員一部留 保 第 2 次募集受付
23 臼 第 6 回 会計係 長 会議




25 日 昭和61 年度卒業証書， 修 了 証書並 び に 修士
学位記授与式 （ 於 ： 富 山 市 公会堂 ）
名 誉教授 と の 懇談会 （ 於 ： 富 山 市 公 会堂 ）
26 日 第 4 回 国 際交 流委 員 会
30 日 理学部 室 員 一部留 保 第 2 次募集合格者発表
3 月
2 ～ 3 日 事務 連絡会
1 2 臼 時 間割担 当 者 会議
16 日 教授 会
19 日 学部将 来計画委員 会
事務連絡会
20 日 真率会送別 会 （ 於 ： 学生会館 ）
24 日 教授会
人事教授会
25 日 学部卒業証書並びに 文学専攻科修 了 証書授
与 式
学部卒業 ・ 文学専攻科修 了 祝 賀 会




3 月 3 日 人事教授会
1 1 日 学部教務委員 会
人事教授会
1 2 日 附属養護学校卒業式
13～ 19 日 ス キ ー II 実 習 （ 於 ： 志 賀 高 原 発晴 ス キ ー場 ）
14 日 附 属小学校卒業式
16 日 学部教務 ・ 補導 合 同 委員 会
教授会
附 属幼稚園卒業式
1 7 日 附属中 学校卒業式
1 8 日 附 属幼稚園 第 3 学期修業式
20 日 退官者送別 会 （ 於 ： 富 山 ス テ ー シ ョ ン ホ テ
ル ）
附 属 中 学校， 附属養護学校第 3 学期修業式
23 日 附属小学校 第 3 学期修業式
30 日 教授会
経 済 学 部
3 月 2 日 財務委員 会
4 日 学部将 来構想検討 委 員 会
学部図書委員 会
5 日 昭 和62年 度私 費 外国 人 留 学生 入学 試験選考
委 員 会
10 日 各種委員 選考委員 会
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1 1 日 学部入学方法検討 委 員 会
1 2 日 新睦会幹事会
1 6 日 学部教務委 員 会
教授会
23 日 学部施設 整備委員 会
26 日 財務委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
27 日 短 大事務 引 き 継 ぎ 打合せ会
3 1 日 短大事務 引 き 継 ぎ
3 月 2 日 学科主任会議








20 日 真率会送別会 （ 於 ： 学生会 館 ）
学
20～ 24 日 物理学科定 員 一部留 保 第 2 次募集願書受付
25 日 学部卒業証書並 びに 理学研究科修士学位記
授 与 式 （ 於 ： 理学部 第 10講義 室 ）
26 日 入学者選抜調査書審査 （ 第 2 次募 集 ）
30 日 教授会
工




















1 8 日 選 考委 員 会
24 日 電気事業法 の 規定 に 基づ く 主任技術者の 資
格等認定学校 の 立 入調査
3 月 4 日 補導委 員 会
1 1 日 教務委 員 会
人事教授会
教授会
1 3 ～ 19 日 ス キ ー実習 （ 於 ： 志賀 高 原 ス キ ー 場 ）
18 日 将来計画委 員 会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
3 月 6 日 小 ワ ー キ ン グ グル ー プ 打合せ会
10 日 商議会
16 日 電算化 ワ ー キ ン ク グ ルー プ と 富 士通 S E と
の 打合せ会
16～ 24 日 図書点検 （ 教養部）
30 日 係長事務打合せ会
ト リ チ ウム科学セ ン タ ー
3 月 25 日 昭和61年 度 第 7 回 富 山 大 学 ト リ チ ウ ム 科学
セ ン タ ー運営委 員 会
保健 管 理 セ ン タ ー
3 月
2 ～ 4 日 昭和61年度北陸地区 国 立 5 大学合同健康増
進合宿セ ミ ナ ー
（ 於 ： 極楽坂 ス キ ー場や ま ふ じ 山 荘 ）
5 日 昭和62年度富 山 大学 入学者選 抜健康診断
（ 再診 断 ）
｜ 経営短期大学部
3 月 9 臼 富 山 大学経営短期 大学部事務部解散式
昭和62年 4 月 l 日 発行 学 報 第281号
12 日 「 短 大 の あ ゆ み 」 編集委 員 会 31 日 教授会 （ 持 ち 回 り ）
19 日 教 授 会 短 大廃 止 に 伴 う 事務 引 継





人 文 学 部
教 育 学 部




昭和62年 3 月 25 日 付 ・ 大学院 昭和62年 3 月 25 日 付
学科 （ 課程 ） 昨 業 者 数 研 究 科 専 攻 修 了 者 数
人 文 学 千f↓ 72 数 A寸＂： 専 攻 2 
三ロ五口 学 文 学 来ト 93 物 理 旦寸2ー． 専 攻 8 
計 1 65 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 1 37 
化 学 専 攻 2 
理学研究科
生 物 工文寸，，，＿，一， 専 3 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 47 地 球 科 学 専 攻 4 
養 護 学校 教 員 養 成課程 19 19  
幼 稚 園 教 員 養 成 課 桂 29 電 気 工 学 専 攻 7 
計 232 工 業 化 学 専 攻 7 
経： j斉 �ι - 科 105 金 属 工 学 専 攻 9 
経： 官’ 学 干i十 120  機 械 工 学 専 攻 7 
経ー 長邑'4 法 学 科 58 工学研究科 生 産 機 械 工 学 専 攻 2 
計 28:l 化 学 工 学 専 攻 8 
数 学 科 36 電 子 工 学 専 攻 1 2  
物 理 ，→主！・. 干4 37 計 52 
化 寸A立ー， 科 38 1} 言十 7 1  
生 ヰゐ 学 干f↓ 35 
I也 E求 科 昌寸之4． 干ヰ 28 － 専攻科 昭和62年 3 月 25 日 付
計 1 74 
電 えJi. 工 十,)21. 干ヰ 4 1  
工 業 化 会寸主ι- 千ヰ 43 
金 属 工 A十'4 科 27 
機 械 工 p寸旦ー， 科 55 
専 I文 科 修 了 者 数
文 学 専 攻 科 1 
教 育 専 攻 科 3 
経 済 学 専 攻 科 1 
生 産 機 械 工 学 科 38 
l口入 計 5 
化 ：ふ子と-4 工 弓主と－＇： 科 3 1  
電 子 工 P寸且ー， 科 39 
・ 経営短期大学部 昭和62年 3 月 25 日 付
計 274 専 攻 卒 業 者 数
言十 1 , 1 28 経 営 管 理 専 攻 38 
経 営 法 律 専 攻 28 
A ロ 計 66 
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昭和62年度授業 日 程 表
前 学 期 f表 学学 部 等 夏季休業
授 業 （ 補 講 を 含 む ） 期末試験 授業 （補講を含む）
4/11～ 7/14, 9 /  1 ～ 9/14 9/16～ 9/29 7/15～ 8/31 10/15～12/23, 1/11～ 2/17 教 養 部
4/11～ 7/10, 9/ 1 旬、 9/18 9/21～ 9/29 7/11～ 8/31 10/15～ 12/23, 1/11～ 2/17 
人文学部 4/13～ 7/11, 9/ 1～ 9/14 7/12～ 8/31 10/14～ 12/22, 1/11～ 2/13 
教育学部 4/ 6～ 7/15 7/16～ 7/22 7/23～ 8/31 10/20～ 12/21, I/ 8～ 2/15 
4/ 8～ 7/14, 9/ 1～ 9/ 9 9/10～ 9/19 7/15～ 8/31 10/15～ 12/23, I/ 7～ 2/13 経済学部
4/11～ 7/10, 9/ I～ 9/19 9/21～ 9/29 7/1 1 ～ 8/31 10/15～12/23, I/II～ 2/18 
理 学 部 4/13～ 7/11, 9/ I～ 9/14 7/12～ 8/31 10/ 15～ 12/23, 1/11- 2/13 
工 学 部 4/15～ 7/14, 9/ 1 - 9/21 7/15～ 8/31 10/16～ 12/24, 1/11- 2/20 
経営短大 4/11～ 7/10, 9/ I- 9/19 9/21～ 9/29 7/11～ 8/31 10/15-12／お， 1/11～ 2/18




2/18～ 2/26 12/24～ 1/10 
2/20～ 2/26 12/24～ 1/10 
12/23～ 1/10 
2/16～ 2/22 12/22～ I/ 7 
2/15～ 2/23 12/24- I/ 6 
2/20～ 2/27 12/24～ 1/10 
12/24～ 1/10 
12/25～ 1/10 
2/20～ 2/27 12/24- 1/10 
第28 1号
｛蒲 考





義13～ r 16 22 2 1 ～ 1 26 
15～ 20 
教育実習9/ 1 ～ 10/ 19
昼間主 コ ー ス
夜間主 コ ー ス
魯化生地理環省学学留科学基学礎実実実
実験般’，：
1/ Jl～ r 
1？～ 22 6～ 11 
10/ 7～1  14 
昭和56年 3 月 号以 来 6 年 間 親 し ま れ た 学報表題 を 今
号か ら ， 新 た に 大井信一学長 に 題字 を 書 い て い た だ い
た も の を今 後使 用 さ せ て い た だ き ま す 。
従来の も の は ， 表紙デザ イ ン を 元教育学部小倉玄吾
教授 に 考案 い た だ い た も の で， 長年使用 さ せ て い た だ
き ， こ こ に 深 〈 感謝 い た し ま す 。
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＠ 退斤， 遅室の際には， 戸締 り の徹底 ・ 電気， ガ ス
の消 し 忘 れ， タ バ コ の吸蔵の後始末に＋分注意 し ，
盗難の防止 ・ 火災の予防 に心がけ ま し ょ う グ
＠ 電気， ガ ス ， 水の省 エ ネ ・ 省資源に協 力 し ま し ょ
う ／／
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印制所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山市住吉町 1 丁 目 5 18  
電 話 （ 24) 1 7 5 5 （仰
